


1．序にかえて 〜日本の人口構造を知る

高齢労働社会対応型の
労働適応能力評価手法
～アクティブエイジングインデックス（AAI）～4

①全人口に占める高齢者（65歳以上）の割合
が2013（平成25）年に25%を超えた。

②人口維持に必要な合計特殊出生率（1人の女
性が一生のうちに出産する子どもの平均数）
を観察すると、わが国は人口維持に必要な

2.07を下回る数値を示し続けている。
③労働力の中核をなす生産年齢人口（15歳～

64歳）に目を転じると、1995（平成7）年に
は2.3人で1人の被扶養層を支えていれば
よかったのが、2015（平成27）年には1.5人
で、次いで2050（平成62）年にはほぼ1人
で支えなければならない時代が来ると予測
されている。

2．高齢労働対策への考え方

人口構造の変化を観察すると、日本は働か
なければならない高齢者をつくる時代に突入
したと結論づけられる。しかしながら、暦

こよみ

年
齢に基づく定年年齢の引き上げを行っても高
齢労働社会日本が抱える問題は解決しない。
解決策としては暦年齢を基準とした定年制度
の廃止、それにともなう年金支給開始年齢の

見直しである。これを成し遂げるためには次
の3点の取り組みが求められている。
①雇用の世界に現存する年齢差別を払拭する。
② 暦年齢評価から労働者個々人のワークアビ
リティ（仕事の要求を成し遂げる労働者の
労働能力＝労働適応能力）評価に切り替える。

③ワークアビリティ評価手法を開発する。

3．高齢労働と産業保健 〜ワークアビリティを物差しとする考え方

ワークアビリティの基本源泉は健康、労働
意欲そして仕事の処理能力（知識・経験・技
能）の3つである。
ワークアビリティの評価は、加齢にともな
う生体諸機能の減衰、更には健康被害の度合
いが現在・未来の労働能力に及ぼす影響、更
には現在の職務・組織に対する適応度を推定

することから始まる。それゆえに産業保健の
力が不可欠となる。
高齢労働社会は、産業医が従来からの労働

安全・衛生への介入のみならず、職業安定行
政が所管している雇用開発の世界にまで踏み
込まなければならない時代へ突入したといえ
る。
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4．アクティブ・エイジングとプロダクティブ・エイジング

国際長寿センター創設者のR. Butlerは1975
（昭和50）年に、高齢者は生産的・創造的な活
動に寄与するべきであるという考えに基づい
てプロダクティブ・エイジング（生産的高齢者）
を提唱した。一方、WHOは2002（平成14）年
に「人々が歳を重ねても生活の質が向上する
ように、健康、参加、安全の機会を最適化す
るプロセス」をアクティブ・エイジングと定
めた。産業保健の世界では主たる対象者が労
働者である。したがって、アクティブ・エイ
ジングの対象を活力ある高齢労働者、同様に
して、プロダクティブ・エイジングを生産的
高年齢労働者と定めて用いると便利である。
プロダクティブ・エイジング（生産的高年
齢労働者）はアクティブ・エイジング（活力あ
る高年齢労働者）を土台として生まれる。ア
クティブ・エイジングづくりとは、広義の健
康資源（体力、ストレス耐性、社会的対処能
力を含む）の確保とそれを基盤とした労働意
欲の確保である。そこには健康寿命の延伸策

と労働寿命の延伸策が混在する。図1はアク
ティブ・エイジングとプロダクティブ・エイ
ジングとの関係を示したものである。プロダ
クティブ・エイジングをつくり上げるにはア
クティブ・エイジングづくりが鍵となる。活
力ある高年齢労働者が得られたら、次の段階
として、高い職務遂行能力を有する高年齢労
働者をより沢山輩出できるプロダクティブ・
エイジング労働社会づくりを目指さねばなら
ない。
これを成し得るための基本対策は毎日元気

に職場に来て仕事ができる能力、すなわち、
個々の労働者の健康度、生活機能、更には労
働意欲・態度であり、それらを客観的に評価
する指標（労働適応能力評価法）の開発である。
これを用いて高齢労働者の職務遂行能力と仕
事とのミスマッチを防ぐことが究極の産業保
健対策となり、その結果として労働寿命の延
伸が図られる。そして、この重要な任務がこ
れからの産業保健の主要な役割となる。

図1　産業保健におけるアクティブ・エイジングとプロダクティブ・エイジング
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5．アクティブエイジングインデックス（AAI）

高齢労働社会に対応した労働適応能力評価
法～アクティブエイジングインデックス（以下
「AAI」）～が著者らによって開発された注1）。

AAIは4回の試行調査を行い、それぞれに

ついてクロンバックのα係数（信頼性）が0.8
を超え良好な結果を示したことが確認されて
いる。AAIを構成する因子は次の4つである。

質問項目はこれら4つの因子に関する17項
目と生活習慣、雇用形態、勤務形態、作業の
強度、主として行う業務の内容などの6項目
を加えた計23項目の質問紙法である。4つの
因子それぞれを偏差値で示し、労働寿命延伸
への対策が講じやすいように工夫されている。

4つの因子の総合評価として「労働寿命」がもっ
とも長いSからA、B、Cに至るまでの4段階
で評価されている。4段階評価の基準は算出
された労働余命（年）の推定値が用いられてい
る。例えば、労働余命が17年未満と算出さ

れるとC評価となる。
もうひとつの特徴として、4因子×4段階の

すべての組み合わせ（256通り）について対処
へのアドバイスがそれぞれ設けられている点
である。また、4回にわたるAAI試行調査結果
を用いて健康と労働意欲との関係を検討した
結果、健康だから労働意欲が高いのではなく、
労働意欲が高いから健康を維持できるという
関係が示唆された。すなわち、労働寿命の延
伸を図ることが健康寿命の延伸につながると
推測される。

①身体機能（体力／Physical Function）   6項目
②精神的許容能力と回復力
　（ストレス耐性／Mental Capacity and Recovery）   4項目
③社会的な対処能力（環境適応力／Social Skill）   3項目
④働く意欲（意欲・態度／Work Motivation）   4項目
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